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ビジネスのあらゆる側面で人工知能 (AI) 
が活躍するポテンシャルを秘めているこ
とを認める組織の数は増え続けています。 

はじめに

1   IDC FutureScape Webcast、「Worldwide Artificial Intelligence and Automation 2024 Predictions」、Document #US51901124、2024 年 3 月。

 顧客エンゲージメント、サポート、販売から、IT インフラスト
ラクチャ、プロセス、コード開発、ソリューション提供に至るま
で、AI はユースケースを拡大し、あらゆる業界で勢いを増してい
ます。 

 IDC によると、その市場は 2027 年までに 4,230 億米ドルを
超え、5 年間の年平均成長率 (CAGR) は 26.9% になると予想
されており、多くの企業が業務効率、顧客体験、生産性を向上
させるための取り組みとして AI に注力しています。1

 この急速な進化の中で、組織のリーダーたちは競争力の強化
に役立つ AI ソリューションを特定、選択、構築し、提供しなけ
ればならないというプレッシャーにさらされています。しかしほ
とんどの場合、AI イノベーションの速度と組織が AI 成熟度を
高める速度は同じではありません。そのため AI の価値を最大
限に引き出すことが困難になり、答えよりも多くの疑問が生じ
ることが多々あります。 

 AI に取り組み始めたばかりの方や、AI がビジネ
スに与える影響についてさらに理解したい方、既存
の AI 実装の拡張方法を模索している方などに向け
て、この e ブックでは今日の AI に関する多くの疑
問にお答えします。

https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US51901124&pageType=PRINTFRIENDLY
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AI の種類 

 AIを最大限に活用するには、現在多くの組織が使用し
ている 2 つの主要なタイプなど、AI に関するあらゆること
を知っておく必要があります。 

予測 AI：予測 AI は履歴データを使用して、組
織がパターンを特定し、情報に基づいて将来に
関する意思決定を行えるようにします。予測モ
デルは、需要予測、予知保全、運用計画などのア
プリケーションを強化します。予測 AI は、確立し
たデータサイエンスと機械学習 (ML) 技術に基
づいており、処理されるデータが増えるにつれて
精度が向上します。 

生成 AI：生成 AI は、トランスフォーマーのよう
なディープラーニングモデルを活用し、テキスト、
画像、コードなどのコンテンツを新たに作成す
ることができます。特に、チャットボット、自動コ
ンテンツ生成、クリエイティブツールなどのアプ
リケーションに役立ちます。生成的事前トレーニ
ング済みトランスフォーマー (GPT) などのモデ
ルは、人間のようにテキストや画像を生成する
ことで、自然言語処理やクリエイティブ分野に
革命をもたらしました。

https://www.redhat.com/ja/topics/ai/what-is-generative-ai
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AI 導入のメリット

 AI の能力はまだ完全には引き出されていませんが、急速に進化
するこのテクノロジーが、業界や組織の規模を問わずどのようなメ
リットをもたらしているかを理解すれば、組織のどの領域に AI を
組み込むべきかを判断するのに役立ちます。

 以下に示す AI のメリットと、それがご自分の組織にとって
どのように役立つかについて考えてみましょう。

データ量：データの急激な増加に伴い、組織が収集した膨
大な量の情報を管理し、そこから知見を引き出すのが困難な
ことがよくあります。AI は大規模なデータセットを迅速に処
理して分析し、手動では特定が難しい貴重な知見や傾向を
明らかにすることができます。

業務の非効率性：多くの組織は、非効率なプロセスやボトル
ネックが生産性を妨げる可能性があり、このような障害を取
り除くにはより多くの時間と労力が必要になることを理解し
ています。AI を活用した自動化によって業務が最適化され、
エラーが減少し、プロセスの効率が向上します。これにはた
とえば、アクション項目と明確な次のステップを含む議事録
を自動的に生成したり、Web サイトやソーシャルメディア用
のグラフィックスや動画を迅速に作成したりするようなシン
プルなアプリケーションが含まれます。

顧客の期待：顧客はパーソナライズされた手間のかからない
エクスペリエンスを期待しています。AI は顧客データを分析し、
推奨事項やインタラクションをカスタマイズすることで、顧客
サービスとパーソナライゼーションを強化できます。

市場競争力：急速に進化する市場で競争力を維持するには、
継続的なイノベーションが必要です。AI は、組織が市場の変
化に迅速に適応し、競争上の優位性を維持するために役立ち
ます。さらには生成 AI を経営陣の思考パートナーとして使用
したり、重要な会議の準備に使用したりして、アプローチの改
善に役立てることもできます。 
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AI の台頭

第 1 章

AI は数十年にわたって進化を続けており、
医療、金融、製造などの業界の進歩を推
進しています。 

 しかし、最近注目を集めているのは、人間のようにテキスト、
リアルな画像、さらにはソフトウェアコードを作成できる能力
を持つ生成 AI の台頭です。タスクの自動化やデータ分析を行
う従来の AI とは異なり、生成 AI はクリエイティブな問題解決
と高度なコンテンツ作成を可能にします。
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イノベーションを加速させる AI モデルの種類

 生成 AI の爆発的な成長の要因となっている AI モデルとして、
大規模言語モデル (LLM) と安定拡散モデルがあります。GPT 
のような LLM は、大規模データセットで事前にトレーニングさ
れており、自然言語を理解・生成できるため、カスタマーサポー
トの自動化、マーケティングコピーの生成などに非常に役立ち
ます。一方、安定拡散モデルはハイパーリアルな画像を作成し、
エンターテイメント、マーケティングなどにおけるイノベーション
を促進します。

考慮すべき新たなトレンド

 テキスト、画像、およびデータ処理機能を 1 つのモデルに統
合し、より汎用性の高いソリューションを提供するマルチモーダ
ル AI の導入を検討する企業が増えています。このようなトレン
ドを先取りすることが、エンタープライズ環境で AI の可能性を
最大限に活用するための鍵となります。

オープンソース：AI イノベーションの基盤

 Red Hat の AI 戦略はオープンソースに深く根ざしており、組
織は透明性、信頼性、低コストを実現しながら生成 AI を進化さ
せることができます。Red Hat のオープン・ハイブリッドクラウド・
プラットフォームを使用すると、AI ソリューションを制御しなが
ら自由にイノベーションを起こすことができます。

LLM とその仕組みについて詳しく知る

https://www.redhat.com/ja/topics/ai/what-are-large-language-models
https://www.redhat.com/ja/products/ai
https://www.redhat.com/ja/topics/cloud-computing/what-is-hybrid-cloud
https://www.redhat.com/ja/topics/ai/what-are-large-language-models


8

オープンソースで LLM を制御する

 生成 AI は、ソフトウェアの作成方法から人のコミュニケー
ション方法まで、ビジネスのほぼすべての側面に変化をもたらし
ています。しかし、生成 AI 機能の一部として使用されるモデル 
(LLM など) がサービスプロバイダーによって厳密に制御される
ことは珍しくありません。つまり、専門的なスキルと、場合によっ
ては高額なコスト (金銭的にも時間的にも) をかけずに、生成 AI 
サービスの能力を組織として評価するのは容易ではありません。 

 モデルを作成したデータセットや、モデルによるデータの使
用方法について詳細が不明な場合、組織は AI が生成したコン
テンツが持つリスクにさらされる危険性さえあります。コード生
成モデルが著作権のあるソースコードでトレーニングされた場
合はどうなるのか、そのモデルによって生成されたコードも、著
作権で保護されたコードに含まれるのか。このような多くの疑
問に対してはまだ完全に答えが出ていませんが、その結果がも
たらす影響を理解することは重要であり、組織はオープンソー
ス AI に注目し始めています。

 AI に対する Red Hat のアプローチは、IBM Granite ファミ
リーの基盤モデルなどのオープンソースモデルのサポートと同
様、オープンソースに根ざしています。

 Red Hat の AI ソリューションは、LLM の能力を高めるため
のコミュニティ主導のソリューションである InstructLab を通
じて、AI モデル開発にも直接貢献します。

GitHub で InstructLab を見る

https://www.ibm.com/granite
https://www.ibm.com/granite
https://www.redhat.com/ja/topics/ai/what-is-instructlab
https://github.com/instructlab
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AI モデルは複数存在するため、さまざま
なユースケースに応用できます。 

適切な AI  
モデルの選択 

第 2 章

 予測 AI モデルと生成 AI モデルは、単一のアプリケーション
またはサービスで使用できます。これらのモデルは、それぞれコ
ストやメリットが異なりますが、初期の概念実証 (市場投入時
間) を短縮するのに役立ちます。画像セグメンテーション、音声
テキスト変換、および画像認識モデルなどはよくある活用例で
すが、重要なのは組織のユースケースに何が最適なのかを評価
することです。

 膨大な量のデータに基づいてトレーニングされた基盤モデル
は、機能面で優れた柔軟性がありますが、サイズが大きいため
コストが膨らみ、管理要求が高まり、複雑さが増す可能性があ
るため、すべてのユースケースに適しているとは限りません。

 既存のモデルを要件に合わせて調整することが望ましい場
合には、より小規模でチューニングされたモデル (生成 AI ファ
ミリーに含まれる) のほうが適切なソリューションかもしれませ
ん。モデルを決定する際には、すぐに利用可能でシステムに簡
単に統合できる、構築済みのオプションを選択することもでき
ます。この種のモデルの一般的な例が LLM です。LLM は膨大
な量のデータに基づいてトレーニング済みの強力なツールです。

 ただし、特定のビジネス要件がある場合や、データプライバ
シーに関する懸念がある場合、あるいはモデルの動作をより詳
細に制御したい場合は、カスタムモデルの構築とセルフホスト
が必要になることもあります。

モデル構築とモデルチューニングの比較

 AI モデルをゼロから構築するのは大変な作業になるでしょ
う。組織のビジネスユースケースに関連する大規模なデータ
セットを収集して準備し、適切なアルゴリズムを選択し、データ
に基づいてトレーニングしなければなりません。このプロセス
にはかなりの計算能力と専門知識が必要であり、時間とリソー
スを大量に消費します。従来型のモデルや基盤モデルを構築す
ることでもカスタム・ソリューションを提供できますが、それが
常に最も効率的な方法であるとは限りません。

 一方、基盤モデルのチューニングでは、事前にトレーニングさ
れたモデルを特定の要件に適応させることも必要になります。
一般的なアプローチは転移学習です。大規模なデータセットで
トレーニングされたモデルを使用し、それをより小さなドメイ
ン固有のデータセットで再トレーニングします。この方法によっ
て、モデルは最初のトレーニングで学習した一般的な知識を保
持しながら、組織固有のデータのニュアンスに適応することが
できます。
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モデルのファインチューニング

InstructLab はファインチューニングのアプ
ローチを採用し、前提条件となる AI の知識を
減らし、既存の Granite 基盤モデルへの企業
知識の追加を単純化することを目標としてい
ます。

ファインチューニング以外の方法

 基盤モデルをチューニングしてスピードと効率性を向上させ
る方法が研究されています。一般的な手法としては検索拡張
生成 (RAG) があります。これは、追加の知識 (コンテキスト) 
がエンコードされている外部ソースから事実を取得するため
の手法です。

 RAG は、生成 AI モデルに尋ねられる質問に追加のコンテ
キストを提供する 1 つ以上の外部データベース (ベクトルデー
タベース) を使用します。もう 1 つの新たなアプローチはエー
ジェント型 AI システムです。これは、複数の生成 AI エージェ
ントを組み合わせて、外部システム (内部データベース、企業イ
ントラネット、インターネットなど) に知識を照会し、生成 AI 
モデルに最も正確で最新の情報を提供します。

 最後にプロンプトチューニングがあります。AI モデルは、追
加の単語や AI が生成する数値などのキューまたはフロント
エンドプロンプトを受け取り、モデルを望ましい決定に導きま
す。RAG クエリの結果は、プロンプトチューニングと RAG が
連携して、プロンプトの追加コンテキストを構成します。既存
の LLM のファインチューニングと RAG 手法およびプロンプト
チューニングの使用を組み合わせることで、データが限られて
いる組織でも、基盤モデルを範囲の狭いタスクに合わせてカス
タマイズできるようになります。

 もう 1 つのアプローチはファインチューニングです。モデルの
パラメーターを調整して、組織固有のタスクのパフォーマンス
を向上させます。モデルのパラメーターとは、特定のデータをモ
デルに当てはめることによって推定できる、選択したモデルの
変数を指します。ファインチューニングでは、学習率を変更した
り、モデルのアーキテクチャを修正したり、モデルの特定のレイ
ヤーを他のレイヤーよりも集中的にトレーニングしたりします。
これらの手法によってモデルの知識を強化し、組織固有のユー
スケースに対してより効果的なものにすることができます。

https://www.redhat.com/ja/topics/ai/what-is-instructlab
https://research.ibm.com/blog/retrieval-augmented-generation-RAG
https://research.ibm.com/blog/retrieval-augmented-generation-RAG
https://www.redhat.com/ja/topics/ai/llmops#:~:text=Prompt%20tuning%20enables%20LLMs%20to,tuning%20is%20also%20a%20difference.
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 AI モデルをサポートするインフラストラクチャは、モデル自体と同様に重要です。タスクによって必要なハードウェ
アの種類は異なります。

中央処理装置 (CPU)  

一般的なコンピューティングタス
クを処理する従来型のプロセッ
サー。汎用性は高いものの、大規
模な AI ワークロードでは効率的で
はない場合があります。

グラフィックス・プロセッシング・
ユニット (GPU) 

並列処理タスクを処理できるよう
に設計された専用プロセッサーで、
大量のデータを同時に処理する必
要があるディープラーニングモデ
ルのトレーニングに最適です。

ニューラル・プロセッシング・
ユニット (NPU)

AI タスク専用に設計された新し
いタイプのプロセッサーで、特
定の種類のモデルにおいてさら
に優れた効率性とスピードを実
現します。

組織への AI 導入におけるハイブリッド
クラウドの役割

 ハイブリッドクラウド環境は、AI の導入において重要な
役割を果たします。ハイブリッドクラウドは、オンプレミス・
インフラストラクチャと、パブリッククラウドやプライベート
クラウドのリソースを組み合わせるため、AI ワークロードを
デプロイおよび管理する方法と場所を柔軟に選択できます。
たとえば、強力なクラウドベースの GPU を使用して AI モデ
ルをトレーニングし、セキュリティやコンプライアンス上の
理由からそれらをオンプレミスまたはプライベートクラウド
にデプロイすることがあるでしょう。したがって、ハイブリッ
ドクラウドのアプローチを利用する際の重要な考慮事項は、
選択するツールとプラットフォームの一貫性です。 

 Red Hat のオープン・ハイブリッドクラウド・アプローチは、
組織がさまざまな環境間で AI を統合し、一貫性、拡張性、
柔軟性を向上させるのに役立ちます。このアプローチにより、
複数のクラウド環境、オンプレミス、またはネットワークエッ
ジにわたって AI ワークロードを管理し、データの配置を最
適化し、スムーズなデータ移行を促進できるため、組織規
模での AI 導入がより容易になります。

 AI モデル、データ、インフラストラクチャを理解すること
で、AI 導入の複雑さにより適切に対処し、その可能性を最大
限に活用できるようになります。 
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新しいテクノロジーを導入する場合
はいつでもそうですが、AI にも課題
があり、組織が成功するためにはそれ
らを克服しなければなりません。 

始めるために
必要なもの

第 3 章

 以下に示す考慮事項を活用して組織の準備状況を評価
し、AI の導入を加速するために注力する必要がある領域を
特定しましょう。 

データの品質と可用性を評価する：高品質で関連性の高い
データへのアクセスは AI にとって不可欠です。正確な AI モ
デルをトレーニングするにはデータの品質が極めて重要なの
で、データの完全性、正確性、関連性を評価することが不可
欠です。

技術インフラストラクチャを評価する：現在のインフラストラク
チャが AI ワークロードをサポートできるかどうかを判断します。
これには、高性能コンピューティング・リソース、ストレージ・ソ
リューション、自動化、およびネットワーク機能の可用性の評価
が含まれます。

スキルが必要な領域を特定する：組織内での AI の専門知識の
可用性を評価します。現在のスキルセットを評価し、トレーニン
グや専門スキルが必要になる可能性がある領域を特定します。

戦略的な整合性を確認する：AI イニシアチブがビジネス目標お
よび戦略と一致していることを確認します。AI プロジェクトは、
組織全体の戦略目標をサポートし、測定可能なビジネス価値を
もたらすものであるべきです。
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AI を始めるには
 組織内での AI 導入のスピードと規模は多くの要因によって
決まりますが、ほぼすべてのテクノロジーのモダナイゼーション・
プロジェクトにおいて優れたアプローチとなるのは、小規模から
始めて徐々に拡大していく方法です。 

1

2

組織が AI 導入を開始し、その取り組み
を進めるために役立つ 8 つのステップ
は以下のとおりです。

能力と目標を評価する

 まず、組織の現在の能力、インフラストラクチャ、戦略的
目標を評価します。AI が組織の目標に幅広く一致しているか
どうかを判断し、AI が価値を付加できる可能性のある領域
を特定します。この初期評価は、AI 導入の方向性を明確に
設定するのに役立ちます。

ユースケースと AI チームを特定する

 組織内で AI が対処できる機会を特定します。開発者、ド
メインエキスパート、データサイエンティスト、IT スペシャ
リストなどの部門横断的なメンバーを含む専任の AI アプリ
ケーションチームを編成し、イニシアチブを主導します。ユー
スケースを明確に定義することで、AI 導入の取り組みを導き、
リソースを集中させることができます。
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テストと検証のループ

 パフォーマンス指標、精度率、ビジネス目標など、AI 実装の明確
な成功基準を定義します。モデルの有効性を継続的に評価するた
めに、テストと検証のループを確立します。これらのループからの定
期的なフィードバックは、モデルをファインチューニングし、AI の
導入を順調に進めるために役立ちます。

4

5

6

モデルのチューニング

 組織のデータを使用して、選択したモデルをカスタマイズし
ます。このチューニングプロセスでは、モデルに関連するデータ
を入力することで、特定のビジネスユースケースに対する精度と
関連性を向上させます。ファインチューニングにより、モデルが
組織固有のコンテキストとニーズに適応できるようになります。

合成データトレーニング 

 AI モデルをさらにトレーニングして強化するには、合成
データの使用を検討します。このアプローチでは、LLM 教師
や LLM 生徒などの手法を使用することで、実際のデータが
不足している場合や実際のデータの機密性が高い場合でも、
高品質のトレーニングデータを生成できます。合成データは、
プライバシーを損なうことなくモデルの堅牢性とパフォーマン
スを向上させるのに役立ちます。

3
モデルの選択

 特定したユースケースに基づいて適切な AI モデルを選択します。
生成 AI 用の LLM であっても、データ分析用の予測モデルであって
も、モデルの機能がユースケースの目標に合っている必要があります。
モデルの複雑さ、スケーラビリティ、既存のシステムとの互換性など
の要素を考慮します。



152   Kearney、「Standing up tiger teams to tackle generative AI complexity」、2023 年 11 月 15 日。

エキスパートのサポートを受ける

 社内における AI の専門知識がまだ発展途上である場合
は、Red Hat® コンサルティングのような外部の専門家は大
きな助けになります。Red Hat のエキスパートは、AI 導入の
複雑な側面を克服できるよう導き、貴重な知見をもたらし、
トレーニングを提供します。Red Hat コンサルティングは、
組織の AI への取り組みを加速し、成功の可能性を高められ
るよう支援します。

8

AI の導入はコラボレーションが鍵を握る
生成 AI プロジェクトを成功させるためには、広範な部署からの人員で構成されたチームの構築が鍵となります。2

• ビジネスリーダー：ソリューションのユーザー、また
はソリューションの影響を受けるユーザー

• AI スペシャリスト：生成 AI モデルのチューニング、
保守、更新を担当

• データサイエンティスト：正確でバイアスを含まない
トレーニングデータを前処理し、モデルに提供

• 倫理およびコンプライアンス担当者：生成 AI イニシ
アチブが規制を順守するよう監督

• IT 運用スペシャリスト：ソリューションを既存のイン
フラストラクチャと統合し、セキュリティポリシーを
適用

• 開発チームとコミュニティ：AI 導入のためのオープン
ソースツール、フレームワーク、ベストプラクティスを
共同で作成、共有、改善するために、最初から関与す
る必要があります。これによって AI の利用がビジネ
ス価値に結びつくようになります。

7
ドリフトを監視する

 ドリフトモニタリングは、一般的なコンテンツベースの監
視を行います。ドリフトモニタリングでは、構造化された構
成管理ではなく、ローカルファイルシステム上のコンテンツに
対する変更を追跡します。ドリフトモニタリングは、時間の
経過に伴うモデルの精度の逸脱や低下を検出し、それに対
処するのに役立ちます。継続的な監視により、状況が変化し
てもモデルの有効性と関連性が維持されます。

https://www.kearney.com/service/analytics/article/standing-up-tiger-teams-to-tackle-generative-ai-complexity
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Red Hat AI は、ハイブリッドクラウド全
体に信頼性、選択肢、一貫性を提供し、
組織における AI の導入を加速します。 

3   Red Hat プレスリリース、「Red Hat、Red Hat Enterprise Linux AI でアクセス可能なオープンソースの生成 AI イノベーションを実現」、
2024 年 5 月 7 日。

Red Hat を活用 
した導入と拡張 

第 4 章

 Red Hat AI ポートフォリオには、個々の Linux サーバー環境
向けの Red Hat Enterprise Linux® AI と、分散 Kubernetes 
プラットフォーム環境向けの Red Hat OpenShift® AI があり、
統合された機械学習運用機能を提供します。どちらのソリュー
ションもオープンソースのテクノロジーとモデルを採用してお
り、企業が AI イノベーションの最前線に立ち続け、発見のペー
スを加速し、最先端のツールやテクノロジーへのアクセスを民
主化するのに役立ちます。

 さらに別のメリットは、Red Hat の広範なパートナーエコシ
ステムにより、AI 機能をさらに強化できることです。たとえば、
GPU の普及で知られる大手 AI 企業の NVIDIA は、AI ワーク
ロード向けに最適化されたエンドツーエンドのエンタープライ
ズ・プラットフォームで AI の力を解き放てるよう、Red Hat との
提携を継続しています。NVIDIA は、組織が AI および高性能コ
ンピューティング・アプリケーションに GPU アクセラレーション・
コンピューティングを導入できるよう支援します。

「Red Hat と NVIDIA は長年にわたって緊密に協力してきました。Red Hat 
Enterprise Linux AI は、AI テクノロジーとアプリケーションの次の波を構
築する開発者や研究者にフルスタックのコンピューティングとソフトウェア
を提供するという両社共通の目標を示すものです」3

Justin Boitano 氏 NVIDIA エンタープライズ製品担当バイスプレジデント

https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/red-hat-delivers-accessible-open-source-generative-ai-innovation-red-hat-enterprise-linux-ai
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Red Hat Enterprise Linux AI の詳細

 Red Hat Enterprise Linux AI は、次の 4 つの
基盤コンポーネントで構成されています。

オープンな Granite モデル

 Red Hat Enterprise Linux AI には、Red Hat が完全にサポー
トするオープンソースの Granite モデルが含まれます。この柔
軟なモデルによって、カスタム言語モデルを作成し、それをパブ
リックまたはプライベートで使用することができます。 

1

InstructLab モデルアライメント

 InstructLab は Red Hat と IBM が主導するオープンソース・
プロジェクトです。AI モデルを特定の知識でカスタマイズし、ト
レーニング用の合成データを生成します。git リポジトリと統合
するコマンドラインツールであるため、ユーザーは簡単にスキル
を追加し、モデルをトレーニングできます。 

2

Granite モデルと InstructLab 向けに最適化されたブート
可能な Red Hat Enterprise Linux

 Granite モデルと InstructLab ツールは、AI 向けに最適化さ
れた特殊な Red Hat Enterprise Linux イメージ上で実行され、
ほぼすべてのハードウェアおよびクラウド環境と互換性があり
ます。このセットアップにより、迅速なトレーニングとモデルの
デプロイに必要な、ハイエンド GPU による効率的なパフォーマ
ンスが実現します。

3

エンタープライズ向けのサポートと補償

 Red Hat Enterprise Linux AI サブスクリプションには、エン
タープライズサポート、Granite 7B モデルおよびソフトウェアか
ら始まる完全な製品ライフサイクル、Red Hat による知的財産
補償が含まれます。

4

Red Hat Enterprise Linux AI は生成 AI アプリケーションの実現を支援します

 Red Hat Enterprise Linux AI は、生成 AI に着手したばか
りの組織でも単一サーバーの開発および推論環境ですぐに使
用できる LLM とコード言語モデルを提供します。 

 これによってモデルとツールを備えた統合環境が提供され、
広範な AI の専門知識やインフラストラクチャがなくても、生
成 AI を簡単に開始し、ビジネスデータを使用してモデルをカ
スタマイズできるようになります。

 Red Hat Enterprise Linux AI は Red Hat によって完全にサ
ポートおよび補償されており、リスクが軽減されます。また、開
発者やドメインエキスパートにとって利用しやすくなるよう、生
成 AI へのアプローチが単純化されており、両者が協力してビジ
ネス成果を確認するまでの時間を短縮することができます。
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Red Hat Enterprise Linux AI を選ぶ理由

エンタープライズ向け LLM

 オープンソース・ライセンスの  I B M G r a n i te  LLM は、
Apache-2.0 のライセンス下に含まれ、Red Hat によって完全に
サポートおよび補償されています。

コミュニティのコラボレーション

 InstructLab により、生成 AI モデルの実験およびアライメン
ト・チューニングを単純化できます。

クラウドネイティブ・スケーラビリティ

 Red Hat Enterprise Linux のイメージモードでは、AI プラッ
トフォームをコンテナイメージとして管理し、スケーリングへのア
プローチを最適化できます。

加速化と AI ツール

 オープンソースのハードウェア・アクセラレーターに加え、最
適化されたディープラーニング機能がより迅速に結果を得られ
るようサポートします。

Red Hat OpenShift AI で拡張する
 Red Hat OpenShift AI は、AI 対応アプリケーション
や予測モデル、基盤モデルをハイブリッドクラウド環境
全体で大規模に構築、トレーニング、チューニング、デプ
ロイ、監視するための統合 MLOps プラットフォームを提
供します。 

 Red Hat OpenShift AI は Red Hat OpenShift 上に構
築されており、AI/ML プロジェクトのワークロードとパ
フォーマンス要求の処理において、合理化および自動化さ
れた、一貫したエクスペリエンスを提供します。MLOps プ
ラクティスは、AI のイノベーションに迅速に対応し、AI 対
応アプリケーションをより迅速に本番稼動させるのに役
立ちます。

Red Hat OpenShift AI サンドボックスで
の実験

Red Hat OpenShift AI は、Open Data Hub 
やその他のオープンソース・プロジェクトから
厳選されたコンポーネントを使用して、デー
タから知見を収集し AI 対応アプリケーショ
ンを構築するための強力なオープン・ハイブ
リッド AI/ML プラットフォームをデータサイ
エンティストや開発者に提供します。 

開発者向けサンドボックスで試す >

https://developers.redhat.com/products/red-hat-openshift-data-science/overview
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Red Hat OpenShift AI を選ぶ理由

モデルの提供を拡張 

 モデルは、オンプレミス、パブリッククラウド、またはエッジ
でのインテリジェント・アプリケーションに統合することができ
ます。これらのモデルは、ソースノートブックへの変更に基づい
て再構築、再デプロイ、監視することが可能です。

AI インフラストラクチャの管理に費やす時間を短縮

 チームはリソースにオンデマンドでアクセスできるため、デー
タの探索や組織に価値をもたらすアプリケーションの構築に集
中できます。 

テスト済み、サポート付きの AI/ML ツール

 Red Hat OpenShift アプリケーション・プラットフォーム上で
提供される一般的な AI/ML ツールとモデルの追跡、統合、テス
ト、サポートは Red Hat が担います。

ハイブリッドクラウドにおける柔軟性

 Red Hat OpenShift AI は、セルフマネージドのソフトウェアと
して、または Red Hat OpenShift 上のフルマネージド型クラウド
サービスとして提供され、オンプレミスでも、パブリッククラウ
ドでも、さらにはエッジでも、モデルを開発しデプロイする場所
を選択できるセキュリティ重視の柔軟なプラットフォームです。

ベストプラクティスを採用して運用

 Red Hat コンサルティングは、Red Hat OpenShift AI をイン
ストールして設定し、最大限に活用できるようにするためのサー
ビスを提供します。Red Hat OpenShift AI Pilot を活用したい
場合でも、MLOps 基盤の構築に対するガイダンスを必要とす
る場合でも、Red Hat コンサルティングがサポートとメンター
シップを提供します。

 Red Hat は、生成 AI に関する組織の目標達成を支援する完全なテクノ
ロジー・ポートフォリオ、実証済みの専門知識、戦略的パートナーシップを
提供します。迅速な導入のためのサービスとトレーニングだけでなく、生成 
AI モデルとアプリケーションを開発し、デプロイするための基盤を獲得し
ましょう。



詳細はこちら

AI 導入の次のステッ
プに進みましょう 
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組織が必要とする場所で  AI  アプ
リケーションを柔軟に実行できる 
Red Hat のオープン・ハイブリッドク
ラウド戦略によって、AI の導入を加
速できます。 

 AI によって目標を達成できるよう支援する Red Hat 
の専門知識、コンサルティング、トレーニングサービスを
活用して AI/ML プロジェクトを迅速に開始しましょう。 

AI/ML サービスの詳細：red.ht/aiml-consulting

無料のディスカバリー・セッションを予約： 
redhat.com/consulting

Red Hat AI の詳細 

Red Hat Enterprise Linux 
AI の詳細を読む

Red Hat OpenShift AI で
拡張する方法を確認する
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https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/openshift-ai
https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux/ai
https://www.redhat.com/tracks/aiml-services-solutions-overview
https://www.redhat.com/ja/services/consulting
https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux/ai
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/openshift-ai

